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大屋生産方式による粗飼料の生産と利用について（第1報）

小野寺幸雄・高橋英伍・花坂昭吾

（東北農試）

1．ま　え　が　さ

この試験は乳牛の多頭省力飼育を前提とした大量生産

方式に上る粗飼料の生産と利用に関する研究の一部であ

って．草地の利用方法と生産量ならびに利用率の関係を

明らかにするととも托．種々の間癌点を見出し今後の草

地利用．維持管理法を確立するための資料を得るために

実施したものである●　‾

なお本報告は夏期聞く5月～10月）すなわち生革刈

取少と放牧利用についての成績である・

2．事地の利用計凪

穂面積8hd（実利用74hJを放牧利用として1・6

h■．生草刈取利用1．6ha．乾草．サイレージ区4・8ba

（夷利明も2ha）に分割利用した・草地の関係位鷹虻第

1回のとおりである．

なお飼養乳牛は刈取給与8説．放牧8頭の計16頭で

ある．

第1図　草地関係図

L　生手刈取区

生革刈取期間は5月14日～10月31日までで実際

利用した面積は1．2h且で年4回利用　α4baはクラス

サイレージとして利用した．

2．放牧区

放牧地は1枚区2naとし8枚区に維升．1枚区に

成牛8頭を3日間，1日4時間（弱放牧）の輸換制限放

牧とした　（但し6牧区のみ4日間放牧（強放牧）とし

た）．放牧財閥は5月7日～10月31日までで年7回

利用．掃除刈は6月上旬実施しこれをスタックサイレー

ジとして貯蔵し7月31日～8月25日までの酷暑時に

牛休ならびに草地保護の目的で午後の放牧を中止して給

与した．

吉．草地の封増管理概要

草地の栽培管理の概要は第1表の通少で．生革刈取り，

放牧区とも同一管坪である．

第1表　草地の栽培管理（町／108）
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注　N：硫安　ぢ08：過石l／2　倍龍l／2

K▲0：楕間で徳用した

4．草地の利用方法と生産量．利用率の関係

L　利用方法と壕詫量

各区の佐商量は固定コドラートを設置し制覇回数毎に

調査したもので．調査結果は豹2表の涌カである．
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第2乗　利昭方法と生存最

利用

回教
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区

利用法による生産量には本年は差がみとめられなかっ

たが．放牧区はラジノクローバが優先し生産堰の70％

以上をしめて1（る甲に対し牛革刈取区は57き鴛と少な

かった．

次に混痛の問題であるが．混悸牧草中チモシーけ利用

法のいかんを問わず全期間を通じてほとんどみとめられ

なかった．達成時には特忙放牧区では森早くライグラス

類．その後オーチヤードを利用し．綺いてチモシーを利

閂すれば放牧期間中間断をく概して若い良質を禾本科を

採食せしめることができると考えたのであるが・草地の

利用背理の主体が生育が早くかつ多収な牧草（この場合

汀オーチャート）におかれるため．チモシーは市郎巨力

を発揮することができないばか少でなく鐘には競合にせ

け消滅した．すたもしチモシーの充分な活用を図ろうと

すればオーチヤードの再生がかくれ全体的佗収量の低下

をきたナものと思われる・

包．生草刈取少と草地の利用率

大農典を使用しての埋草刈取の場合・刈取より給与ま

での過程においてどの程匿の掃耗がどの作業にあるかを

調査した．続呆け約3表の通りである・なお使用農具は

フォーレイジハーベスター（フレル型，刈巾4沢・77

＿ガソソ740．後方トレーラ同時索引型）である・

第3表　　刈取～給与までの碍耗率

全生硬 量 給与霊 利用率 楕粍率
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住　金生産量：1．2baの年間生蒋霊

給与量：実際乳牛に給与したt

利鴨‥一芸完了100である・
掃耗布け1住トビ亀でその内絆はフォーレイジャーに

ょるもの丘封：1亀．これは帥表面の状軌てよって毘なる

が．フレル型の場合は高刈し舟いと士が刈茸の中忙混入

し乳牛の嗜好を悪くするばかりでをく・葺年を筆するの

である春暖の高刈はやむを得たい・この高刈が挿耗革と

なったものである・

次に回転．鼠による碍耗け1区2rlaに細分利鞘した

ために回転奉り合が多く・この回転時に刈取られた牧草が

和当卑トレーラー外に飛び散る・ヰた牧草の壕書状静に

よって芦なるが風の補いときはトレーラー外に飛散した

これらの累棟が絹耗中晃も多かった・これはトレ‾ラー

忙枠を鞄けていなかったことも脚托を大きくした1閃と

なっている．

自然減骨と腐敗憶．とれば刈取後給与寸での水分蒸散

によるものと．フォーレイジャー忙よって刈取った牧草

は醸酵腐敗し易く闊醇した牧草は嗟褒したための絹粍で

ある．
その他は秤欄時に飛散したもの及び搾り込みによるも

のである．以上本紙果て打19・82％の損耗糸と々った

が15％韓匿膏で下げろことは可鮮であると考えられる

鼠　放牧と昇二地の利吊翠

川　放牧の堰わと昔地の利鞘率

放牧時間打午前2時間．午後2時周の1日4時間で

採会心・の推定は憶萌射て上った・放牧暖合による草地の

利明塞け勘4表の滞りでみる・

符14表　放牧の毯合とけ食昔並に替地の利明率
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†太市法＝放牧後の体重一触牧前体重＋放牧中の排糞尿

析＋鴨i下情

條了F哺＝放牧後の川代領のlI〉％

放牧の吐合による葦確の比組1．弱放牧区が豊科が多

い傾向K∴あった．しかし嵯合の塵房（てかかわらず戻食さ

れた重科の判合は埋草童の馴合よりも多くなっている．

草地の利明轟は饉放牧区の万が絹くまた採余程寵も多

くなっているが．1頗1日1りの採食置け弱放牧よりも

次に大坂後の樺i邑日数と採食量の関係衆みればれ5素

の挿りであって・大枚3日寸では体顎比でllI電以上採

食しているが・4日巨＝ては時期に憫係たく卜打電の採

食lてすぎなかった・

邪5貴　人牧後の緯過日教と坪食品（41か晒・代れ比）
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以上あるl肌匿を越えで利住い穀を高めようとすれば採食

重が戒少するので．大体年間生痺量の…～7日％群像

の利酢基がよく．また反復日数も季節により粍なるが大

体平均ゴ・l～25日あれば充分と考えられる・

121本食過繁地面横の変遷

放牧地にかける不食過繁地の面横を言曙した結果は

第6表の通りであって・卸横の最も大きいときで仝面相

の14号弱で本試験では余り間飽とならなかった・

第6表　不食過繁地面横の変遷（21）a）
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5．ケージ法と体重滝の比較

放牧地における乳牛の採無碍比較調査の結果ばれ7巽

の通力であって．調査地点の選定に当って打開税はある

が．ケージ法は任委軌でよる場合よりも柾聞博か6－只

射ほど多く採食したように寿示されただけで予期したほ

ど大きた美作みられず．ケージ法でも天使の採食量を推

定することができるものと・甲、われる・なお両者の差の大

明7泰　ケージ法と体電法の比較（K9／108）
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きい時翔け，栗木科がよく繁茂成熟しているような時と

放牧のl肢合が弱いときであった．

占．乳牛1頭当りの必要面積

．11卜の試申結果より夏憫（58－10月）の乳牛1頭

，りりの必・Jツ而l構汀l H a・当り収根をもとに

′いさ二対日IJの顆′千・・・・・・8（1－85％の利弔客

放牧坤11の相卜‥＝65－71I馬の利用′瑞

軒食．給与苛・‥…・＝乳牛化職の12号程暖

として見椚り斉川すれ！・ま天体充分と考えられる・

ス　開　場　点

本一式煉り三脚キー姉に閏鞄とたった主な点を列記すれば次

の沌りでれつて，これが早急を解決がのぞまれる．

1．坤日朝lヌ汁と成績馬絹

2．川里l車外てよる市浦の選定

乱・牛澤刈取（フォーレイージハーベスター）時の損

耗（郡外・嗜好・圃敗）

4．採食童・癖餅髄の把握

5．刈取り作業愕仙てよる再生比較と摘耗率

丘　鼓張痘登′巨の原囚（貰鳩．乳牛）

7　放牧叫における研究尿の効果


